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第 3 章では還元反応中の圧力変化を追跡して反応状態を観察した結果，約9000C 以下では気液両相




第 4 章では約 9500C以上の気相反応域で，亜鉛と四塩化ケイ素を化学量論比にまぜて反応させたと
きの圧力変化から判断すると，還元反応の反応速度は亜鉛のモノレ数と四塩化ケイ素のモノレ数の平方根










ち，ホウ素の含量は 0.1 ppm 以下のものがえられている乙とを示している。
結論においては上述の結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，従来ほとんど行なわれなかった四塩化ケイ素の亜鉛による還元反応の基礎的検討を，平
衡系における圧力の微小変化を追跡する乙とにより詳細に行なっており，副反応としての不均化反応
を確認し，また還元反応の過程とその反応温度域を明らかにし両反応が無関係なることを示してい
る。また還元反応の反応速度，反応機構について重要なる知見を得ている口一方高純度ケイ素の分析
法について試料処理にはじまる一貫した分析方法を確立している口
以上のように本論文は還元によるケイ素生成反応とケイ素の分析法について基礎的研究を行ない重
要な成果を挙げており，学術上ならびに工業上寄与すると乙ろが大きい口
したがって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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